
ケーブル・プラットフォーム 社外委員会（ジャパンケーブルキャスト㈱） 

第 44回議事要旨 

 

 

【日時】  2026年 4月 10日（金）16：00 ～ 16：30 

 

【開催方式】  Web形式 

 

【参加者】（敬称略） 

 

（委員長） 

舟田 正之 立教大学 法学部 名誉教授 

                       

（副委員長） 

音  好宏 上智大学 文学部 教授 

   

（委員） 

末廣 健二 株式会社秋田ケーブルテレビ     代表取締役社長 

加藤 典裕 株式会社中海テレビ放送       代表取締役社長 

齋藤 洋一 齋藤総合法律事務所         代表・弁護士 

村田 太一 一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 専務理事 

大熊 茂隆 ジャパンケーブルキャスト株式会社  代表取締役ＣＯＯ 

 

（オブザーバー） 

内田 正孝      ジャパンケーブルキャスト株式会社  取締役 

中川 実 ジャパンケーブルキャスト株式会社  執行役員 

 

（事務局） 

浅沼 哲雄 一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 企画推進部 部長 

桑山 智史 ジャパンケーブルキャスト株式会社  営業推進部 部長 

山下 優貴 ジャパンケーブルキャスト株式会社  営業推進部 

篠原  秀和 ジャパンケーブルキャスト株式会社  営業推進部 

 



 

議事要旨 

 

 

1. 社外委員会への意見及び質問等申し入れ状況等 

意見及び質問等申し入れ窓口となっている日本ケーブルテレビ連盟より、2026 年 1月～3月

期における社外委員会への意見及び質問等は無かった、との報告を受けた。 

 

2. 放送法第 155条に定められた業務の実施方針に関する運用状況について 

主な報告は以下の通り。 

Ⅰ．有料放送の視聴者の利益を確保するための事項について 

・視聴者向けコールセンターの運用について、2026 年 1月～3月期の入電は 0件だった 

ことを報告した。 

 

Ⅱ．有線放送の円滑な実施のための事項について 

① IP映像伝送サービス 

・IP放送サービスについて、検証に協力いただいている秋田ケーブルテレビ、JWAY、 

エヌ・シィ・ティ、東京ベイネットワークの 4社のうち 2026年 3月末時点で 3社と局内

環境での検証を実施したことを報告した。 

・ケーブル IPスティック向けコンテンツ配信について、データ放送機能をフル実装する 

2局目として、ZTVにて 2026年 1月にサービス開始したことを報告した。 

 

② その他 

1. えんてれにおいて 2026年 1月～3月期に 3件の生中継を実施、2026年 4月～6月期で

は 6件の生中継を予定している旨報告した。また、3月 11日に東北のケーブルテレビ

事業者 5局による共同制作番組の東日本大震災特別番組 東日本大震災 15年『あの

日、そして未来へ』を放送したことについて、日本ケーブルテレビ連盟東北支部の支

援にも触れて背景を説明。有意義な取り組みであるとの評価があった。 

2. JC-HITS ACASサービスでは 2026年 3月末時点で 28局が運用中であると報告。 

3. JC-dataサービスでは 2026年 3月末時点で 68局が運用中。1月には上婦負ケーブルテ

レビと長野県天龍村・泰阜村で利用開始。4月にもケーブルテレビ事業者 2局と 1自

治体でサービス開始を予定している旨を報告した。 

4. 長野県青木村において、3月 25日に行われた『あおきネットワーク』竣工式について

報告した。竣工式に合わせて、新たにハイブリッドキャストを活用した VODサービス

『あおきライブラリー』と村の広報紙をテレビで見られる『広報あおき』、スマートフ

ォンアプリによる施設予約や住民投稿機能をリリースしたことも紹介した。 

5. 北海道清里町の自治体情報地上波配信システム導入について、予定通り開発が完了し

た旨報告した。 

6. 3月 18日の株主総会にて役員体制が変わったことを報告。それに伴い、当社社内委員

会及び社外委員会におけるオブザーバーメンバーが変更になる旨を案内した。 

 

3. 次回日程について 

  事務局より、次回（第 45回）日程が下記の通り案内された。 

日時   ：  2026年 7月 29日（水） 13：30～15：00 

開催形式 ：  Web開催 

 

以上 


